
す
で
に
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
将
来
の
難
局
を

乗
り
切
る
た
め
、
市
職
員
は
も
と
よ

り
、
皆
さ
ん
に
も
、
こ
う
い
っ
た
状

況
を
自
分
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
考

え
て
も
ら
い
、
未
来
に
向
け
て
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

安
城
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営
に
向
け

た
課
題
と
取
組
に
関
す
る
研
究

安
城
市
が
運
営
す
る「
あ
ん
く
る

バ
ス
」は
、
市
域
全
体
に
運
行
サ
ー

ビ
ス
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
財
政
的
制
約
が
一
層
高
ま
る
将

来
に
お
い
て
は
、
現
状
の
運
行
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
は
も
と
よ
り
、
運
行
自

体
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。本

研
究
で
は
、「
あ
ん
く
る
バ
ス
」

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
分
析
し
、

持
続
可
能
な
運
営
に
向
け
た
取
組
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

運
営
状
況
を
み
る
と
、
収
支
率
の

低
下
や
公
費
負
担
額
の
増
加
等
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

持
続
可
能
な
運
営
に
向
け
て
は
、
収

入
の
増
加
や
運
行
経
費
の
削
減
等
、

収
益
性
の
向
上
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

「
あ
ん
く
る
バ
ス
」の
収
入
は
、
国
庫

補
助
金
を
除
け
ば
運
賃
収
入
の
み
で

す
が
、
そ
の
運
賃
は
、
名
鉄
バ
ス
等

で
採
用
さ
れ
て
い
る
距
離
制
運
賃
と

比
べ
て
非
常
に
低
額
で
す
。
ま
た
、

福
祉
施
策
と
し
て
高
齢
者
等
の
運
賃

が
無
料
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
収
入

の
増
加
に
向
け
て
は
、
無
料
乗
車
の

対
象
で
は
な
い
利
用
者
の
利
用
促
進

と
と
も
に
、
運
行
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ

た
適
切
な
利
用
者
負
担
を
求
め
る
こ

と
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
運
賃
収
入
だ
け
で
十
分
な

運
行
経
費
を
賄
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
新
た
な
収
入
源
の

確
保
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
路
線
別
に
運
営
状
況
を
み

今
後
の
安
城
市
の
財
政
状
況
に
関

す
る
研
究

現
在
の
安
城
市
は
、
安
定
し
た
市

税
の
収
入
に
よ
り
健
全
な
財
政
状
況

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
今
後
は
、
担
税
力
の
高

い
現
役
世
代
が
減
少
し
、
高
齢
者
の

増
加
が
続
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
人

口
構
成
の
変
化
が
安
城
市
の
財
政
状

況
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
を
分
析
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
き
な
外
的
要
因
を
見

込
ま
ず
、
主
に
人
口
構
成
の
変
化
に

起
因
し
た
も
の
と
し
て
試
算
を
し
ま

し
た
。
現
役
世
代
の
減
少
に
伴
い
、

市
税
の
収
入
が
減
り
ま
す
。

年
後

３０

に
は
、
人
口
の
変
化
だ
け
で
、
経
済

危
機
が
あ
っ
た
平
成

年
の
実
績
値

２２

ま
で
目
減
り
し
ま
す（
図
）。一
方
で
、

高
齢
化
に
伴
い
、
社
会
福
祉
に
係
る

経
費
が
大
き
く
増
加
し
、
経
費
に

よ
っ
て
は
２
倍
の
歳
出
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
財
政
状
況
の
変

化
に
よ
り
、
諸
条
件
を
加
味
し
た
最

も
早
い
見
立
て
で
は
、
市
の
貯
金
で

あ
る
基
金
が
わ
ず
か
７
年
後
に
不
足

す
る
恐
れ
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
直
面
す

る
現
役
世
代
の
減
少
と
高
齢
化
は
、

将
来
の
安
城
市
の
財
政
状
況
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
一
見
、
課
題

が
な
い
よ
う
に
見
え
る
安
城
市
の
財

政
状
況
も
、
今
後
を
展
望
す
れ
ば
、

３月２２日市役所において市民や自治体関係者１１３人を前に、研究成果報告会を開催しました。その概要を
紹介します。なお、安城市みらい創造研究所は当初の目的を達成できたため、３月３１日をもって廃止と
なりました。

貨 広報あんじょう 2017.6.15

■問
▼
企
画
情
報
課

（
緯〈

〉２
２
０
４
）

７１

研
究
の
詳
細
は

研
究
の
本
編
及
び
研
究
所
の

活
動
は
、
平
成

年
度
安
城
市

２８

み
ら
い
創
造
研
究
所
活
動
報
告

書「
み
ら
い
創
造
」に
掲
載
。
市

H
P
、
図
書
情
報
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

る
と
、
地
域
路
線
は
循
環
路
線
と
比

べ
て
乗
車
人
数
や
運
賃
収
入
が
非
常

に
少
な
く
、
収
支
率
が
非
常
に
低
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地

域
路
線
は
、
運
行
経
費
の
削
減
に
向

け
て
、
利
用
状
況
に
見
合
っ
た
運
行

サ
ー
ビ
ス
へ
の
見
直
し
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
て
、
福

祉
交
通
と
し
て
の
側
面
が
強
い
既
存

の
路
線
か
ら
目
的
地
へ
の
速
達
性
を

重
視
し
た「
通
勤
等
の
利
用
に
対
応

し
た
基
幹
公
共
交
通
路
線
の
設
定
」、

「
運
賃
収
入
以
外
の
新
た
な
収
入
源

の
確
保
」と
し
て
広
告
事
業
の
展
開
、

住
民
自
ら
が
運
行
計
画
等
の
検
討
を

行
い
、
住
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
見

合
っ
た
効
率
的
な
運
行
を
行
う「
住

民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

営
」の
三
つ
を
提
案
し
ま
し
た
。

図：市税の試算結果

安城市みらい創造研究所とは
将来においても持続可能で魅力ある行

政運営を行うため、中長期的視点により中
立的な立場で行政課題を調査分析する自
治体シンクタンクとして、平成２６～２８年度
に、市役所内部に設置されました。


